
2025(令和 7)年度 校内研究計画 

 

１ 研究テーマ 

 

学びを自覚し、仲間と共に問題解決できる子どもの育成  

～協働的な学びを実現するための授業デザインを通して～ 

 

 

2 研究テーマ設定の理由 

（１） 今日的課題から 

2025年現在、日本の教育現場が直面している今日的課題は、文部科学省や中央教育審議会によ

る学習指導要領の改訂議論を通じて明確になってきている。数多くの課題はあるが、以下にいく

つか挙げてみる。 

 

〈資質・能力基盤の学力形成〉 

単なる知識の詰め込みではなく、「概念としての知識」や「深い意味理解」に基づく学力の育成が課題。

「主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）」の実現が引き続き重要視されている。 

〈デジタル学習基盤の活用〉 

GIGAスクール構想により 1人 1台端末が整備されたが、ICTの効果的な活用や教員の指導力向上が

課題。生成 AIの活用も視野に入り、情報リテラシーや AI リテラシーの育成が求められる。 

〈学力格差と学習意欲の低下〉 

学力格差が拡大しており、特に読解力や記述力の低下が指摘されている。学習意欲や規範意識の低

下も見られ、生活習慣や家庭環境の影響が大きいとされている。 

〈教育課程の柔軟性と地域対応〉 

地域や学校の実情に応じた柔軟なカリキュラム編成が求められている。地域社会との連携や探究的な

学びの推進も重要なテーマとなっている。 

 

上記のような課題を踏まえ、 平成 28 年答申では 2030 年の社会と子供たちの未来について、以下の

ように記載されている。 

【社会の変化は加速度を増し、複雑で予測困難となってきており、しかもそうした変化が、どのような職業

や人生を選択するかにかかわらず、全ての子供たちの生き方に影響するものとなっている。社会の変化に

いかに対処していくかという受け身の観点に立つのであれば、難しい時代になると考えられるかもしれない。 

しかし、このような時代だからこそ、子供たちは、変化を前向きに受け止め、私たちの社会や人生、生活

を、人間ならではの感性を働かせてより豊かなものにしたり、現在では思いもつかない新しい未来の姿を構

想し実現したりしていくことができる。】 

 

 この答申を受けて改訂された学習指導要領では前文が設けられた。そこには、これからの学校につい

て、「一人一人の児童（生徒）が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在



として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能

な社会の創り手となることができるようにすること」と述べられている。 

 

このような姿を目指し、学校教育では、情報化やグローバル化など急激な社会的変化の中でも、未来の

創り手となるために必要な資質・能力を確実に備えた子どもの育成が求められている。具体的に、育成を目

指す資質・能力として、「①実際の社会や生活で生きて働く『知識・技能』」「②未知の状況にも対応できる

『思考力・判断力・表現力など』」「③学んだことを人生や社会に生かそうとする『学びに向かう力・人間性な

ど』」の３つの視点が示されている。特に、現在のような変化の激しい社会においては、自ら学び続ける力が

大切であり、他者と関わりながら未来を創造していかなければならない。 

 

そのような子どもたちを育成していくためには、既定の学習内容の定着を図るだけではなく、自ら課題を

見付け、他者と関わり合うことで、自らの考えを深め解決していく授業に改善していく工夫が必要である。 

自ら課題を見付けるためには、自身がなんのために学ぶのかを理解することが必要になる。学びが自分

の生活で生きていることや、学んだこと同士が繋がっていることを実感、つまり「学びを自覚」する時に、子ど

もにとって学びは楽しいもの、価値あるものになると考える。そして子どもたちの、主体的に学びに向かう姿

勢が育成される。 

他者と関わる学習で基盤となるのは、表現力である。各教科等の特質に応じて、学習・支援方法の改善

を図りながら自らの考えや思いを表現する活動を充実させ表現力を高めることは、「仲間と共に問題解決で

きる子どもの育成」につながるであろう。 

「学びを自覚」すること、「仲間と共に問題解決」することは、今まさに予測困難な変化の激しい社会を生

き抜く子どもたちにとって非常に大きな力になると考える。 

 

 

（２）本校の教育目標から 

本校の教育目標は、「感謝と思いやりにあふれ、協働し、主体的に学ぶ児童の育成」である。各教科等

の特質に応じて言語活動を中心とした表現力を伸長することで、「知・徳・体」それぞれの面において、子ど

もの資質・能力を高めることができると考える。昨年度の教育目標との違いは、「協働」という言葉である。本

研究テーマをもとに、学習・指導方法の改善を図ることで、何事にも主体的に取り組もうとする意欲が子ども

の中に生まれるだけでなく、他者との関わり合いから様々な問題を協働的に解決する子どもが育成できるの

ではないだろうか。さらに、「感謝と思いやり」にあふれる感性を子どもたちに涵養することによって、協働的

に解決できることや、皆で学びを実感・蓄積していく事への感謝の気持ちが一層高まり、相手を今まで以上

に思いやる行動が見られるようになるのではないだろうか。よって、テーマに掲げた「学びを自覚し、仲間と

共に、問題解決できる子どもの育成」を図ることは、本校の教育目標の具現化につながるものと考える。 

 

 

（３）これまでの研究の経緯と子どもの実態から 

本校では昨年度、「なかまと協働し、問題解決できる子どもの育成」をテーマとし、研究・実践を重ねてき

た。研究の視点として、熊本市授業づくり５つの視点を基盤に、本校が独自に設定した、授業を構想する３

つの視点[①課題設定の工夫(問い)・②学び合いの工夫(対話)・③ふり返りの工夫(自己の変容)]を掲げ、重



点的に取り組んだ。また、授業において意図的に「読む・書く・話す・聞く」などの言語活動を取り入れたり、

学習形態を工夫して対話を促し、子どもたちが他者と関わる機会を多く設定したりした。そういった実践を通

して、多くの場面で、子どもたちの協働する姿が見られるようになった。そこで今年度も、様々な教科での共

通実践を行い、協働的な学びを通して問題解決していく力を付けていく。また、教師の声掛けや手立てを

通して、「学びを自覚」することで、昨年度よりもさらに仲間と共に学ぶことへの意欲を高めていきたい。 

他者との関わり合いを重視し，対話を活性化するために，表現活動の在り方をさぐる研究を行ってきた。

実践の成果から，思考ツールや ICT を活用して自らの考えを言語化し，他者の考えと比較して、自分の考

えをふり返りながら対話を重ねていくことで理解を一層深めることができた。熊本市学力調査の結果分析で

は、どの学年においても、ペアやグループでの学び合いの場の設定の必要性が挙げられている。表現力

の向上を図り，主体的に学ぶ意欲をもち，仲間と協働し課題解決に取り組む子どもの育成へとつなげてい

きたい。 

研究の方法についても、個別最適な学び、協働的な学びを通して、「主体的・対話的で深い学び」を実

現することは、児童生徒のみならず、教師の学びにも求められる命題である。つまり、教師の学びの姿も、

子どもたちの学びの相似形であると言える。そこで、教師自らが問いを立てて実践を積み重ね、振り返り、

次に繋げていく探究的な学びを、教師自らがデザインしていくことが必要になる。今年度は昨年度に引き続

き、教師一人一人がめあてを持ち取り組むだけでなく、同じような課題・教科で研究に取り組む教師同士で

チームを組むことで、1 年間を通して課題や悩みを共有し、皆で解決できる体制を整える。そうすることで研

究テーマ達成を目指す中で、より多くの実践や気づき、学びを蓄積していき、児童の育成・学力向上につ

なげたい。 

 

 

3 研究テーマについて 

（１）「学びを自覚し」とは 

  授業内においてただ漫然と学ぶのではなく、自身の学習がこれからの生活でどう生きるのか、既習の知識

が今の学びにどう繋がってきているのか、などをしっかりと意識しながら学ぶことができている子どもの姿だと捉

える。この「学びの自覚」は単元全体、教科全体で一貫できるものだと考える。 

まず導入部分では、これまでの体験や経験、既有の知識を整理することが重要だ。それらがあって初めて

子どもたちの「学びたい・知りたい・考えたい」から学習課題が形成される。自身の今までの学びやその成果を

自覚できれば、主体的に課題発見ができるというわけだ。 

次に対話場面。学びの自覚は何も知識だけの話ではない。「自分の主張を、理由や根拠を基に相手に伝

えることができた」「相手の意見も知ることができた」「そうすることで自身の考えが変わった・より深くなった」とい

ったような体験を自覚することも重要である。そうすることで、対話を通して他者と協働することで学びの深化が

なされていく。 

そして振り返りにおいて。単元が終わって、次の単元が始まる。その間に継続性がなければ、子どもにとっ

て学びは単なる一過性のものになり、ぶつ切りになった学びでは主体的に楽しんで学ぶことは難しい。そこで、

教科で学習したことを単元・学年ごとに目に見える振り返りという形で蓄積していくことが重要になってくる。自

身の学びを自覚し、蓄積した学びを定期的に振り返り、更新していくことで、より学びの良さを実感できるように

なる。子どもが楽しんで、自ら学びに向き合うような環境づくりに取り組みたい。 

 



（２）「仲間と共に問題解決できる」とは 

  児童一人一人のよい点や可能性、自身の考え方・捉え方を生かし、異なる考え方が組み合わさることで、

よりよい学びを生み出す子どもの姿と捉える。例えば、テーマについてなかまとのグループディスカッションを

通して、自分と異なる新しい考えに触れることで考えを広げて深める、納得解を見つける、自らの経験や知っ

ていることなどを元にして予想を立てて個の学びを深め、子どもたち同士で共有したり検討したりする。このよ

うに、個の考えをもとにしながら、話したり聞いたりする活動を通して、主体的・対話的で深い学びへと繋げて

いきたい。 

 

（３）各教科での「表現」について（例） 

  

  

 

 

（４）「対話を中心とした言語活動」の各教科等での実践例について 

 

 

 

 



4 研究の仮説 

 

 

 

 

 

 

 

5 目指す子ども像 

 

 

 

 

6 研究の視点 

熊本市の授業づくり５つの視点 

 

 

 

泉ヶ丘小の授業を構想する３つの視点 

 

 

 

泉ヶ丘小の授業を構想する３つの視点 

 

 

 

 

 

 

7 研究の方法 

（１） 各教科における研究授業を中心とした仮設の検証 

・大研１本以上、中研２本以上、全教員の小研 

   授業にあたっては、学年部だけでなく、自分と同じ手立て・教科に課題や興味を持つ教師同士で構成され

たチームで検討を行い、事前研や本時の授業の実践などを通して、チームで授業改善を深める。 

（２） それぞれの授業者による探求型授業研究  

・自分の授業の問題を発見し課題を設定する 

・授業改善 

・実践の共有（定期的に開くチーム研、年度末の報告会） 

 

 各教科における対話を中心とした言語活動を充実することにより、一人一人が自分の考えや思

いを伝え合える協働的な学習環境を整え課題を明確にすれば、他者と関わろうとする態度が身に

付き、主体的に、仲間とともに問題解決していこうとする力が高まるであろう。また、そうする

ことで得た学びを自覚し、蓄積していくことで、学びはより主体的なものになり、協働からの問

題解決にも連続性、継続性を持たせることができるだろう。 

〇積極的に対象と関わり、進んで課題を見付けていこうとする子ども 

〇見付けた課題を解決していくために、他者と関わりながら自らの考えを深めていく子ども 

〇学んだことを自覚し、大切にし、これからの学習や生活で生かそうとする子ども 

① 課題設定の工夫（問い） 

② 学び合いの工夫（対話）  

③ ふり返りの工夫（自己の変容） 

①子どもの実態に即し、本時のねらいに迫るめあての設定 

②授業の見通しと、次につなげるふり返りの工夫 

③本時のねらいを解決する子どもたちの主体的・対話的・深い学び合いの場の設定 

④学習意欲を高めたり、理解させたりするための教材・教具や発問の工夫 

⑤子どもを認め、一人一人の子どもを生かす場の設定 



 

８ 研究の組織 
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研究推進委員会（かしこく部会） 
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各研究チーム 


